
2

偽物が届く、商品が届かないといったインターネット通販
の相談は、海外サイトでの取引によるものが目立つ

3

事業者所在国別に見ると、トラブルの内容に違い
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4

約１割の消費者が消費者被害・トラブルを経験

5

2014年度の消費生活相談件数は前年度に続き増加
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6

情報通信関連の相談件数が突出

7

認知症等の高齢者に関する相談は増加傾向
－ 見守りの強化が課題 －
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8

2014年の消費者被害・トラブル額は約6.7兆円と推計

9

アダルト情報サイトに関するトラブルが増加
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